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KEK ロードマップと国際諮問委員会

• KEK ロードマップ: 関連研究者コミュニティの将来計画
の検討に基づく意⾒を取り⼊れてまとめる、KEKの取
り組むべき研究の指針。

• 2007年に最初のKEKロードマップを策定。現⾏のロー
ドマップは2019年4⽉策定の「KEKロードマップ2013
アップデート」。

• KEK‐PIP：KEKロードマップの指針に従って、様々な研
究プロジェクトを実現するため、予算の枠組みと新た
な予算要求の優先順位を明らかにした実施計画。2016
年6⽉に策定。

• 国際諮問委員会(SAC)： KEK ロードマップ、KEK‐PIPを含
めた機構の研究計画全般について、機構⻑の諮問に応
じて、幅広い学問分野の観点から審議、提⾔を求める
委員会。KEKロードマップの策定のためのad hoc な委員
会を2018年度から常設化。
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KEKロードマップ2013アップデート
2019年4⽉策定

中期⽬標、中期計画期間と合わせるために、2017年度―2018
年度の改訂はKEKロードマップ2013の⼩改訂にとどめた。

6項⽬の研究戦略
• J‐PARC
• SuperKEB/Belle II
• LHC/ATLAS
• ILC
• フォトンサイエンス（放射光科学）
• 加速器・測定器技術の新展開

国際諮問委員会・KEK‐PIP・KEKロードマップのページ
https://www.kek.jp/ja/About/OrganizationOverview/Assessment/Roadmap/
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KEK ロードマップ改訂
• 2022年度からの第四期中期⽬標期間を⾒据えて、
KEKロードマップ改訂作業に着⼿する。

• 本⽇2019年12⽉26⽇の研究推進会議でスケジュー
ル、進め⽅についての議論する。

• 研究推進会議で、関連研究者コミュニティの将来
計画に関する意⾒を取り⼊れて、ドラフトを策定
する。研究推進会議世話⼈が編集部の役割りを担
う。世話⼈：岡⽥安弘、宇野彰⼆、⾜⽴伸⼀、道
園真⼀郎、荻津透、⼩関忠。

• ２０２１年２⽉または３⽉のKEK‐SACで評価を受け、
その後、所⻑会議、役員会で機構として決定し、
公表。
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世話⼈からの提案
スケジュール
2020年1⽉-6⽉：研究推進会議で 次期ロードマップの議論
2020年7⽉6⽇：オープンシンポジウムを開催（⼩林ホール）
2020年7⽉、8⽉：研究推進会議の⾮公開セッションで中間ドラフト策定
2020 年8⽉末: 中間ドラフト公開、コメントを募る
2020年12⽉: 最終ドラフト策定
2021年2⽉or3⽉: 国際諮問委員会で評価、その後機構の⼿続きを経て決定
インプットについて
• ６⽉までの研究推進会議で主要プロジェクト、研究所、研究施設、Ｊ−ＰＡ

ＲＣセンターから発表をしてもらう。研究所、研究施設の発表は、主要プロ
ジェクト以外の研究計画もカバーする。

• 並⾏して、研究所、研究施設は関連コミュニティからの意⾒を収集する。そ
の⽅法は研究所、研究施設に任せる。

• ６⽉のシンポジウムでは、主要プロジェクト、研究所、研究施設 Ｊ−ＰＡ
ＲＣセンターからのインプットをもとに議論する。ここでは関連コミュニ
ティの意⾒が共有されるように努める。

• ７⽉以降は研究推進会議で中間ドラフト策定し、公表してコメントを求める。
その後、コメントを取り⼊れて最終ドラフト策定と進む。
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ロードマップに向けての提案
• 研究者コミュニティからの意⾒の吸い上げ（核物理、素粒⼦、

（実験・理論））は素核研に任されている。
• 7⽉6⽇のOpen Workshopより前の意⾒収集が重要
• KEKの中では研究推進会議（公開）で議論

• 1⽉から各プロジェクト（B,J,LHC,ILC など）毎にプレゼン
• 6⽉の研究推進会議で素核研・物構研の所⻑の発表：ここにプロジェ

クトに直接関連しないコミュニティのInputを反映
提案：
• ⾼エネルギー・核物理委員会からの積極的なInputを歓迎
• 素核研研究計画委員会の設置 （これまでの資料は次⾴から）

• 任期：4⽉から2年 （ちなみに委員会は本来は常設。）最初のミー
ティングはフライイングで今年度やれたらやる。



ロードマップに向けての提案
• Mandate:

• 7⽉6⽇のOpen Workshopに向けて、KEKロードマップに⼊れる
べきProjectのリストアップ。ロードマップは次の中期計画での活
動も規定するので、「新しい」ものも⼊れていくのが重要。まず
はその頭出しをお願いしたい。

• 7⽉以降は、
• ロードマップ作成プロセスの状況に応じて、所⻑へのアドバイス。
• そのほか、さらに諮問事項が出てきた場合は随時依頼

• 委員会の会合は、基本的にOpenセッションを持ったうえで、ク
ローズドの議論

• 委員の選定： （外部12⼈、素核研 5⼈、施設⻑（！）
外部HEP（3⼈）−＞ ⾼エネルギー委員会に依頼、
外部NP（3⼈）−＞ 核物理委員会に依頼
外部理論 （3⼈）
外部 宇宙・宇宙線 （1⼈）
外部 加速器 （2⼈）



参考： 研究計画委員会



https://stw.kek.jp/stpg/houki/files/2013/04/kitei067.pdf



前回の研究計画委員会 （2014－15）
• 委員名簿（敬称略）

– 高エネルギー 山下 了（東大）、南條 創（京大）、横山将司（東大）、
花垣和則（阪大）

– 原子核 中野貴志（RCNP）、中村 哲（東北大）、大西宏明 （理研仁科セ）

– 宇宙線 玉川徹（理研）

– 理論 福嶋健二（東大）、濱口幸一（東大）

– 加速器 森田昭夫

– 所内実験 原 隆宣、中平 武、澤田真也、藤井恵介

– 所内理論 北野龍一郎



前回研究計画委員会のミッション

– 国際リニアコライダー計画

– J‐PARCハドロンホールの拡張計画

– ニュートリノの次期計画

KEKロードマップに取り上げられ、学術会議の大型計画マス

タープランにも提案されている研究計画のうち、以下の３件
について、素核研がどのように推進するのが適当か方針案
を提案してください。特に国際リニアコライダー計画について、
時期、規模、SuperKEKBやATLASのアップグレード計画などの
他の計画との関係を示した実施計画案を提案してください。

最終答申は
https://kds.kek.jp/indico/event/18859/



• 2001年10月～2002年9月（山中委員長）

これまでの研究計画委員会（１）



これまでの研究計画委員会（２）

• 2004年12月～2006年3月（徳宿委員長）



2006年3月研究計画
委員会答申より



2004年の委員会からの補足意見

• 個々の計画の枠を越えた研究体制の確立

• 国際化の推進

• 広報活動のさらなる重要性


